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研究成果の概要（和文）：グローバル化の影響を、応用一般均衡モデルと呼ばれるマクロモデル等を用いてシミ
ュレーション分析した。そこでは、経済統合(あるいは、逆方向の離脱)がどのような影響をもたらすか、国際貿
易や国内生産といった主要な経済変数を産業別に詳細に計測することで把握した。主要な分析としては、2019年
中にも予定されているBrexitの影響を、イギリスとその他EU27カ国に分けて分析し、輸出の減少、EU政府負担金
の減少、労働移動の減少(母国への帰還)、あるいは、北米や日本といった他の地域との自由貿易協定による貿易
相手の振り替わり、といった観点から計量的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We investigated the impacts of globalization by using a so-called computable
 general equilibrium (CGE) model. We examined effects of economic (dis)integration on major economic
 variables, such as international trade and domestic production. One of the major research output 
was made on the Brexit analysis, which is scheduled to take place in 2019. We quantified its impacts
 on the UK and the other EU 27 member states, attributing in detail to export reduction, EU budget 
contribution, returning migrant workers to the home countries, and trade diversions induced by free 
trade arrangements with other countries, such as the US and Japan.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
経済統合の影響を、数量的に把握するためのモデルである応用一般均衡モデルを構築した。既存のモデルとは異
なり、企業の多様性や製品差別化といった最新の貿易理論を踏まえたものであり、グローバル・バリュー・チェ
インで密接につながる世界経済を分析することができる。また、海外直接投資や国際労働移動といった、これま
ではあまり注目されてこなかった分野の分析のためにも有用な応用一般均衡モデルを構築できた。








